
コーネル大学法科大学院クラーク
プログラム東アジアの法と文化
研究所
東京大学社会科学研究所　

共催国際会議

法と経済
における希望
場所 国際文化会館
日時 2008年10月14日
       午前10時－午後5時



法と経済における希望
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コーネル大学法科大学院クラークプログラム東アジアの法と文化研究所は、
学術的・文化的枠組を超えた多様な分野の研究者間の対話と交流、
そして協力を育み、現代社会における数々の社会的関心事に対して
問題提起し、その考察に新しい光を投げかけることを目指しています。

東京大学社会科学研究所の使命は、歴史と国際比較の観点から、日本と世界が社会
科学的解明を求めている重要問題を総合的に研究することです。

両研究所の研究ネットワークを連携し、法と社会科学の学際的諸問題をめぐる
新しくより深い共同研究のかたちを探求します。

会議についての詳細情報・参加申し込みは、下記のウェッブサイト
にアクセスしてください。

http://project.iss.u-tokyo.ac.jp/hope/symposium/081014_conference_j.html


